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日日本本のの工工作作機機械械のの競競争争力力  

－－報報告告書書「「工工作作機機械械にに関関すするる日日米米貿貿易易摩摩擦擦」」をを検検証証すするる－－  

2005 年 7月 23 日 
 細川 学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1) 工作機械のNC化は着実に進行したが、貿易摩擦の絶対条件ではない。米国の工作機械メーカ
が市場ニーズ(特に性能と納期)に対応できなかったことが第一事由である。 

(2) VRA （Voluntary Restraint Agreement：自主規制協定）は日本の工作機械の輸出の抑制（統
制）に多大の威力を発揮した。 

(3) 特許戦争は頻発したが、輸入の差止等の重大な権利行使を受けなかった。 

図ー1 工作機械の生産、内NC機、内輸出高
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(1) 日本工作機械工業会（日工会）会員会社は、VRA に加え、バブル不況の直撃を受け、厳しいリ
ストラを断行して経営体質を強化した。その成果は 2004 年における好決算となった。 
会員数 ：27％減・・・1971 年比 2000 年データ 
就業者数：55％減    〃 

(2) VRA の終了後、日本の工作機械の販売単価が急上昇した。10 年間の VRA により、日本ブラン
ドの工作機械の地位が高まり、性能も値段も適正に評価された結果である。 

(3) 2004 年度決算の一例、対前年比経常利益率(中日新聞 2005.5.25 朝刊) 
オークマ 4.9 倍、大隈豊和 7.4 倍、豊田工機 81％増(過去最高益)、富士機械 2.4 倍、エン
シュウ 2.3 倍、森精機 5.7 倍 

“VRAは福の神だったのか？” 
 

図ー2　日工会の機械単価(左軸)、会員及び就業者数(右軸)
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まとめ 
①VRAは米国工作機械産業の復活にはならなかった。 
②この間、日本の工作機械業界は国内ユーザに重点を置き、国内製造業の発展に貢献した。 
③米国のプロパテント政策は工作機械産業の復活には効果がなかった。 
 
「工作機械に関する日米貿易摩擦」（経済産業省 平成 17年 3月）についての読後感想 
(1) 工作機械の VRA は、経済産業省の産業統制の成功物語であるが、日・米の工作機械産業におけ
るVRAの評価や日本が結果オーライ的となった理由など物足りない。 

(2) 日本ブランドの価値をNC装置とするのは、分かり易いが、検証不足である。 
(3) 本レポートの執筆者には幾つかの思い込みがあるように感じる。 
例１ 日本の強さをNC装置(ファナック)とし、加工技術を看過している。 
例 2 老舗⇒衰退、新興勢力⇒隆盛としている。企業連結の考察に欠ける。 
例 3 加工技術の力について、学・官は次の様に認識しているようである。 

工作機械ユーザ ≻ 工作機械メーカ、 ドイツ ≻ 米国 ≻ 日本 

図ー3 日米独の工作機械生産高
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（（参参考考資資料料））  
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